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@怠ずな
4月か§新しい制度である介護保険がスタートします。
近年高齢化が急逮に進み 21世紀の半はヒ"3人に1人が高齢者という時代を迎えようとしでいますg

寝た倉'Ji'痴呆の高齢者が漕える一方で介坦する人も高鈴こなる8ど介組の問題協老後に大き有志

不安を与えています@

そこで分穫を社会全体で衰えていくためこみん訟で俊民衆科を出し合しに保健福縫医療にわたる総

合的信サービスを安心して骨ずられる仕組みが考えられました.これが4円から始まる介箇保険鮫慣でれ

介題する人介概される人が安心して暮らせる21世紀を迎えるために!市民のみ芯さんと奈良市サー

ビス事拠者信どが 体と匂ってこの新レし判。度を膏ででいきましょう。

介護保険の被保践者について
日銀以上の人揮喝破保険者)と岨酎A上65・未満の医療保陵に加入している人(繁2号償保減者

協介担保隈の被保殴轡にQりま...

4・8'依園喝を司し怨いフーも'"入の対.，こ'.リますa

合'偽掴書者療複施段"ど.生省・~で定める符ヨEの縄.. に入所している人~当分"の岡介揖保織の畿保虫食管にいJまtさん.

介護保険制度のしくみ

奈良市{保険者)
.制度を運営します

.要介.Il<定を行います

~ -弓闘酬

(費用の9割)の支払い

箆定結果の通知
健餓鑑の交付

。

観保 R費者
.保験制を納治ます

.サピスを利用し
前j悶料を支払います

利用料 介陸
(費用の1割}ザ ピスの
を負担 提供

ザーピス事績者



1 介置が必曹に怠ったらまず、母踊が必曹です
介'"量鎗のザ ピスを利用するに惨事介讃腿定W"，力必要l'す。

W'商陪琴人また陸型"貨の底力、に指定患宅介抱支療事業者や介2・~~施鞍こ代行しでもらうこともできます.

2 心身の状態を蝿置します

"'~閤査一一一一+掬査慣が筋商 J 心身の状態を儒査します@

雲師a・9を・一+前方ら主治医に意奥・の作威を依頼します。

3 どの程置の介置が必聾か審査します
認定調査の結果ををとにしたコ〉 ピュ タによる判定結果や医師の憲奥寄などをもとに介援総定審査会で

介穆が必要かどう沙やどのくらいι介績を必要とするガの奮査特定をします.

4 聾介檀置を決定ー週却します

審査判定値果に基づき次の区分二従い遇如し.す。

務唱度当(自由 |介護保険¢対象と芯5忽し噌澗

要閣 |要介酎般と"'"肋s!なし市社会的支援を要する柑

聾介.， 乞孟の一部こついて部分的介植を覆する状鰻

，'"・2 1軽貨の介援を要する状峨

-~園司 1<1>等IIOη衝を墜する状鰭

政定硲果に不用医がある窃合は "に殴置されている介護保沼会審査会に木服@し立てができます。

総定以 原則として6ヶ月ごとに更新@積をしてLマ、だきます。

5 ザーピス計画の作成

居宅(在宅)サービスを利用する場合は決定した事介温度に合わせて利用者の希望や状態に応、じたサピ

ス計函を作成していた犯きます。サービス計画隠!居宅介趨支t要事，聴者を運んでその事業者の介趨支須賀事門

員(ケアマネノャー)とよく相駁aうえ 作成してもらってTさい。作成貸用ま無料です。

6 サービスの利用
介護サ ピスを利用する人は噌紅利問者負担をサ ピス鍵侠事撲容に支払っていただきます。

(施殴に入所された繍合の食債は定額の自己負担=傾準負担額があります。)

@ 



居宅[在宅)サービスの利用限置圃

事怖慣虞ごとに事悦司できるサ ピスの線用巨額が決められていま...

肪間通所サ ピスの補類の組合せによυ 利用隈I!.~率若手奥伝υ雰す園

施殴の平均利用圃と平均利用者負担圃

鐘鼠名

介蹟老A得m値段{特別賞陵老人ホーム}
合思老人保健施殴{老人保健施殴)

32.6万円

35.7万円

42.9万円

8・"ゃ要介績見震に応じで事周積や利鯛宥負担績が興ゆります.

42日

約5万円

約53万円

約6万阿

EE宅【在宅}ヲーピスの闘{画面白できるふ函可決のよう忽も画面白問。1)・
-筒問介霞
C ;f; -L. '、~7ザーピス】

ホーム《ルパーが取鹿.~"しで介・ゃ..... どの身の

.主計Jの..闘をし...

.防問看僅
軍鋼の抱示に‘づ九いて省益帰宅与どが~.還を~閣し・g
の支慢をし.. 

.臨聞リハビリテーション

-週所介.(デイψーピス包摘。介圃}

デイラピスセンタ信どたおいて入治.・の..暢鑑

...提唱語どのザ ピス~B.'-)で""らバ，.す
・適所リハビリテーション

(デイケア}

ft.老人保健施"俗ど，，.
人語貧司匹の鐙倹a聖位劇a自信

iリ ・廻姻入所生活介罰

ハピソテーション:を行il)3;"1. ..・・・・・ fショートステイ》

.筒間入浴介量 d四~;ra.・h 符問書.宅入事ム、分車電

泊eilU:禍んご人道.て憲盛 司~ jrf~~ .;司 人・".股匂どの‘祉施.. 

開札で入浴の介霞析 .IrD "旬、 .d に短期入斯し目常生活""
l¥!I!T. 6、<:~，p可， .， 聞や・隆凪練が餐けられま..

・居宅・・・理錨事 ‘.;A匿と"'"詰~ ・短期入所.聾介趨

介細老人保健庖..や分湿s・a・2陸軍・8・5>:>ど1こ鎗期入原
信帽を行い象す し医学割'';..のもとで.薗や.寵"・ E常生活の介冒
・舗徴用奥の貸与 信ど続受付られます

車い抑制同印刷用の酬をします ・m対応里畑生活介贋閣制帽駒内ー河ーム}
.循鉱閉奥の鴎入賓の宜鎗 ，，~のため介置を"曹とする高働者を H人で共同金活を
.遣や入iiSに使われる岡興の鵬入卿管支鎗レ3:T. S(:住麿グルプホム}において介鍍を行います.

・住宅&修貨の;m ・特定llilll入斯者生活介橿
~Qでの手Vl)(1)取υ付けや純益の解鴻匂どの小規繍芯 有精老人ホム俗どでも介濁サピスを'けられgず

~.の鱒周令交喝します

@ 



りまし
保晴料ほ介穆保険制度を遷省するための大切'.財源です。65餓以上の方の保険料は 3年慣は同じ保清料率

とするのが照剣ですお箇の介種保険円滑導入対策として今年4月か69月まで1<，徴収し'.いことと信りさらこ

今年10月ガら来年9月までの1年間協半額アみ徴収することとされました。
従って尊厳12年度平成13年度工事成14年度に徴収する額がそれぞれ契らV下の衰のとおリとなります。
第 1号e素晴料は被保隊寄及び世格債の市民税の稼税状況及び~保険者の所得状況こ応じて5段階に区分さ

れます。 厄百五副同市両亙I

老歯耐過礎年金が集積18万円以上支硲されている方は今年10月a年金支総時から分割しで天引き毅します，
年金から実号惜しらい方は10月からロ盤振笛等で納めでいただき表す。
どち5の方法で納めていただく方も今年の9月頃に怯保険料の決定額をお知らせしき食す。

2宅街償保蛾者140餓以上65歳未濁)め方1<加入してあちれる医療保R奏者が保険料を定め医療保殿料に上震

せして徴収されます。

. 介憧老人福健施股
《特別鍵‘老人;t.-b.)
目別青生活で併に介橿が必聖

問じ世帯で伺じ月内に受けた介趨?ナ ピ

スの利問者負担(施般で。貧'の暢滋輿鍾積協

.磁の対憲とt，，'Jまゼん.)J;合計がよ限額を組

えた場合超えた分が高額介複分 ピス・

としで支総され含ザ。

.介霞..型医0111
畏期間にわたる療養や介櫨

{老人優.筆陣) "必習もら場合に入院dZ聖写。
病状が安定している人が

憲鐙に戻れるようにリハピ

リを中心とする医疲ケアと

介慢を受けます. 

15.000同

(施段}J折哲に対する食費の僚議負担額にτ訓いても慢稽の複税状，~こ応じた負担額"寝室されています.1

臨調憲良市二条大踏南-T日1番1号
電話0742-34-1111(代表)

。



平成12年4月1日から施行

駐車時12はエンタンを止めて 11
見上げよう青い空

平橿音量.

奈良市



Eめられています。

グ・ストップヲ

産が在りまたそれらの周辺の自然と調和した良好忽環境を受11綴いでいます.

こよる膨嘗がじ配されています。

や大気汚染恵奥の原因にも忽ります.

tw，:g等そして行政が惨と怒ってアイt-=Ijンクストップをしようとするものです。

条例で定める
「アイドリンク
ストッヲ」とは?

自胞簿を邑・したと宮

本必堕忽エンジンの穆
アイドリング・ストップ促嘩圏点巨場

向で自動車を駐車しようとする軍医

手叩方憶、2気回事頂に醸当し忽い岨吉、
必"F不必要忽エンジン白書量動を止め

てく正さい。

E闘を止めることです.

{続三条規"現)

。 輔自即日脚哨
思パトカー等)

e冷醐やコンクリトミ
キザー寧のようにエンジ
ンを特別の装置の劃カと

して使用している濁合図
但し冷績"のため S際きます.

@ :柏崎令山自動
箪を停止する甥合.

~ 人命酬や災割削ど防
‘=災活剛ご使用して1いる渇合.

@ 聞や闘哨・

r.:.主 裁判所の令状の敏行のた
・L-Jめ使用している場合.

@22F聞している
{鱗4集釦珊}

遺'"・r::::t:罰則
アイ仰"7-Ah"欄 Z田畑町田園

。，岬4同時岬平沼...イド'J~舟断ると"万
閣下咽崎町n 叩

楽アイドリングストップ促進量点区峨は如服ヨを参照して下さい.



することが条例で買

なぜアイドリ〉

奈良市には世界遺重である「白書都奈良の文化財」を，.じめ滋多くの歴史的文化遺

しかし、最近自動車からの排出ガス

また自動車白もの締出ガスは地娘温暖"

そこで歴史的文化遺U震を守るとともに、私たちの生じ置預l売を守るため市民や事ヂ考
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一 函盃孟E至宝日

アイドリング・ストッフ。促進重点区域(第鴻)
次の区憶を指定区婦とします。

..犬切工υァ

・興.":1:'.)ア

..自大往エリア

..燭・エリア

-奈良県種目“駐庫相.

・著・止山頂a・・・
.県"来lf衝周腿・・
..面公金盆駐車.

eIJ5まち包ンター・a・・

・篠舗寄....

-..照宮大.嗣・a・・ ・2主・匂駐車咽

.横風県文化会館地下駐車場 ・豪復そごう麟1.111111・2・・

..良県曾量大路開先継 E・ ・費健康ファミIJ- ，*，~. ~t. 1I2jじ荷駐車喝

訓 M酔白川 Tl.，.....
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